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はじめに 

 

近年、東アジア地域におけるガンカモ類の調査研究は、発信器などの技術的な発達に伴

い、大きく進んできました。今後もこれらの技術を使った発展的研究の重要性はますます

高まると考えられます。そのためには、ガン類を安全に捕獲、標識し、データを効率よく

取得していくことが求められます。EAAFP ガンカモ類作業部会国内科学技術委員会で

は、日本のガンカモ類の研究発展のため、国内でのガンカモ類の持続的な捕獲・標識調査

の基盤を整えることを一つの目的としています。 

標識調査は、細く長く、長期間続けることによってその真価を発揮します。1シーズン

に 100 羽を捕まえることと、10羽を 10 年捕まえ続けることでは、同じ 100 羽でもわかる

ことがまた異なります。特に個体数の増加や環境変化などにより、ガン類の分布や渡りル

ートが変わってきているのではないか？と思われる事例も見受けられます。そのようなこ

とを明らかにできるのも標識調査の魅力です。この強力な標識調査というツールを、日本

の主要渡来地で、細く長く実施することができれば、モニタリングに加え、そこから派生

する研究が生まれ、ガンカモ類の調査研究の発展に大きく貢献すると考えています。本ガ

イドラインは、ガンカモ類の捕獲・標識に関する技術の蓄積とともに、改訂を重ね、研究

の発展に寄与するものでありたいと強く願っています。 

 

EAAFP ガンカモ類作業部会国内科学技術委員会を代表して 

澤祐介（山階鳥類研究所） 

https://miyajimanuma.wixsite.com/anatidaetoolbox/awgstcjapan 
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第 1 章 捕獲に関する手続き編 

 

１．捕獲に関する許可関係 

 ガンカモ類の捕獲に際しては、鳥獣捕獲許可（学術研究目的の捕獲許可申請）を取得する

ことが必要である。また、天然記念物に指定されている種については、現状変更許可申請も

必要となる。国内希少野生動植物種（種の保存法）、希少鳥獣（鳥獣保護管理法）に指定さ

れている種、国指定鳥獣保護区内で捕獲を行う場合、かすみ網を使用する場合は、環境省へ

の申請となる。それ以外は、都道府県への申請となる。ガン類の捕獲に関連する法律の指定

状況は、表 1-1の通りである。 

 

表 1-1．早見表 

 種 

国内希少

野生動植

物種 

 

希少鳥獣 
天然 

記念物 
備考 

亜種ヒシクイ  〇 〇  

亜種オオヒシクイ   〇  

マガン   〇  

カリガネ  〇   

ハクガン  〇   

シジュウカラガン 〇 〇   

コクガン  〇 〇  

コハクチョウ  

 

△ 

渡来地とセットで、地域指定

の天然記念物に指定されてい

る場合がある（例：瓢湖のハ

クチョウ） 

オオハクチョウ   △ 同上 

 

(1) 学術研究目的の捕獲許可申請 

表 1-1の各種法令指定状況に加え、捕獲地、捕獲方法により、申請先が異なる。 

以下のいずれかを 1 つでも満たす場合は環境省への申請、それ以外は都道府県の鳥獣保

護管理担当部署への申請となる。 

・国内希少野生動植物種（種の保存法）の指定種 

・希少鳥獣（鳥獣保護管理法）の指定種 

・国指定鳥獣保護区内で捕獲を行う 

・かすみ網を使用する 
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図 1-1．鳥獣捕獲許可における国と都道府県の関係（鳥類標識マニュアル改訂第 11 版よ

り抜粋) 

 

申請に必要な書類（参考資料１）は、一般的に下記となるが、適宜、申請先の担当者と相

談して進めることとなる。バンダーの方で、山階鳥類研究所からの推薦書が必要な場合は、

鳥類標識調査の地域担当者に相談のこと。 

 

・捕獲許可申請書 

・従事者名簿 

・捕獲場所位置図 

・捕獲する罠の図式 

・研究計画書 

・所属機関からの推薦書（バンダーの場合は、山階鳥類研究所からの推薦書） 

 

(2) 天然記念物現状変更許可申請 

天然記念物に指定されている種については、現状変更許可申請が必要である。当申請は、

文化庁の管轄であるが、多くの場合、市町村の教育委員会等へ権限移譲されている。調査地

の市町村のホームページ等を確認し、問い合わせるとよい。書式の参考例は、参考資料 2参

照。 

天然記念物は都道府県や市町村により指定されている場合もある。これらについて調査

を行う場合は、関係する教育委員会に連絡を取り、必要に応じて現状変更の手続きをする必

要がある。 
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(3) 捕獲予定地における土地利用許可 

捕獲予定地が私有地、公用地に関わらず、捕獲のための罠を設置する際には、土地の所有

者、管理者への利用許可が必要である。 

私有地の場合は、所有者を特定し、交渉をする必要がある。ガン類の場合は水田等での捕

獲を実施することが多いため、土地所有者の承諾の他、近隣の農家への説明を実施し、理解

を得ておくことが望ましい。また、畑に罠を設置する場合は、器具を埋めたり、溝を掘った

りする必要もあるため、事前に十分な説明を行い、トラブルにならないよう注意が必要であ

る。 

河川敷、公園内などの公用地の場合は、土地管理者へ連絡し、所定の書式で申請を実施す

る（参考資料３）。 

 

【申請先の例】 

例 1）マガンを国指定伊豆沼鳥獣保護区で捕獲する場合 

    

 

例 2）国指定鳥獣保護区外でヒシクイを捕獲するが、一緒に捕獲される可能性のあるマガ

ンにも首輪を装着したいとき 

    

 

【参考文献】 

 鳥類捕獲に関する法令の解説については、以下を参照のこと（出版以降に改正された法律

もあるため要注意）。 

山階鳥類研究所．2009．鳥類標識マニュアル（改訂第 11版）．千葉県 

https://www.biodic.go.jp/banding/pdf/banding_manual.pdf  

https://www.biodic.go.jp/banding/pdf/banding_manual.pdf
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２．カラーマーキング調査の準備・データ管理 

(1) 使用するカラーマーキングの調整 

使用する首輪、足環（以下、カラーマーキング）の色や番号が各地で重複するのを避ける

ため、国際的なプロトコルが決められている。日本で使用する色は表 2の通りである。ガン

カモ類作業部会国内科学技術委員会では、各種ごとに管理担当者を配置しており、番号の管

理を行う。新規で調査を実施する場合、カラーマーキングの在庫がなくなった場合は管理担

当者に連絡し、使用可能な番号を取得する。 

 

EAAFP カラーマーキングコーディネーションサイト 

https://www.eaaflyway.net/coordination-of-colour-marking/ 

 

 表 2-1．日本で使用するカラーマーキングの色一覧 

種 色 設計推奨値 管理担当者 

ヒシクイ 黄色 首輪：内径 42mm 

足環：－ 

雁の里親友の会 

マガン 青 首輪：内径 38mm 

足環：－ 

嶋田哲郎（宮城県伊豆沼・内

沼環境保全財団） 

牛山克己（宮島沼水鳥・湿地

センター） 

澤祐介（山階鳥類研究所） 

カリガネ 黄色 首輪：内径 34-38mm 

足環：－ 

澤祐介（山階鳥類研究所） 

ハクガン 未 首輪：内径 38-40mm 

足環：－ 

日本雁を保護する会 

シジュウカラガン 未 首輪：内径 36mm 

足環：内径 8mm 

日本雁を保護する会 

コクガン 黄色 首輪：内径 34-38mm 

足環：内径 8mm 

澤祐介（山階鳥類研究所） 

コハクチョウ 緑 首輪：内径 45-48mm 

足環：－ 

山階鳥類研究所 

※記録収集は神山和夫氏

（バードリサーチと要相

談） 

オオハクチョウ 緑 首輪：内径 57mm 

足環：内径 22mm 

 

  

https://www.eaaflyway.net/coordination-of-colour-marking/
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(2) カラーマーキングの購入先 

カラーマーキングは、以下の業者から購入が可能である。海外の業者では、丸めた状態の

完成品を送付してくれるところがほとんどである。 

 

ProTouch https://www.protouch.ca/services-view/bird-bands/ 

ECOTONE https://en.ecotone.com.pl/ornithological-

equipment-,1,10,38/p/1/Ecotone.html 

Interrex https://colour-rings.eu/ 

 

プラスチック板に刻印をしてくれる業者に依頼して、手作りすることも可能である。 

ミズホコーポレーション（刻印業者） 

http://www.yamashina.or.jp/hp/ashiwa/news/201203color_rings.html 

 

(3) カラーマーキングデータベース 

ガンカモ類のカラーマーキングの観察情報は、オンラインフォームへの入力を呼び掛け

ている。当フォームで入力された観察情報は、カラーマーキングデータベースに登録され

る。データベースには標識データも入力されており、観察情報提供者へ素早く標識情報を

提供できる仕組みとなっている。 

 

ガン・カモ・ハクチョウのカラーマーキング調査 報告サイト 

https://www.bird-research.jp/1_katsudo/gankamo_hyosiki/ 

  

 図 2-1．カラーマーキング調査報告サイト（バードリサーチホームページ内）  

https://www.protouch.ca/services-view/bird-bands/
https://en.ecotone.com.pl/ornithological-equipment-,1,10,38/p/1/Ecotone.html
https://en.ecotone.com.pl/ornithological-equipment-,1,10,38/p/1/Ecotone.html
https://colour-rings.eu/
http://www.yamashina.or.jp/hp/ashiwa/news/201203color_rings.html
https://www.bird-research.jp/1_katsudo/gankamo_hyosiki/
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カラーマーキングデータベースを利用する際のデータの帰属は以下の通りである。 

 

・標識データ 

標識データは標識者に帰属する。カラーマーキング調査をする場合は、データベース

への標識データの提供にご協力いただきたい。 

・観察データ 

観察データは、オンラインフォームに入力いただいた時点で、オープン情報として取

り扱うことに同意いただいたものとする。 

 

上記データを用いて解析や発表を行う場合は、各種の管理担当者や標識者（複数いる場

合は関係する標識者）に連絡し、共同研究体制など適宜調整する。また標識データ、観察

データは山階鳥類研究所へも共有されており、鳥類標識調査データとして登録されている

ため、山階鳥類研究所へ利用申請書を提出する（参考資料 4）。 

 

※ 山階鳥類研究所で管理するデータは日本の鳥類標識調査または海外標識センターの金

属足環を併用した個体の放鳥データ・再発見データのみ。カラーマーキングのみのデー

タは山階では整理しておらず、利用申請書も対象外。 

 

(4) 観察データの受付、管理 

データベースにデータが登録されると、担当者に当該データ、写真がメールにて配信さ

れる。管理担当者もしくは標識者は、観察者へ受け取りの連絡、標識時の情報の提供など

を適宜実施する。 

 

(5) 年次報告の作成 

毎シーズン終了後に、ガンカモ類作業部会国内科学技術委員会は全報告の件数などの概

要報告を作成し、観察者にフィードバックするとともにガンカモ類作業部会国内科学技術

委員会ウェブサイトに掲載する。 

種別の報告書は、各種の管理担当者が作成する。 
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３．発信器の種類と特徴 

発信器は、衛星発信機や携帯電話網を使って通信する GPS/GMS などがある。いずれも

日本で使用するためには、その製品が「特定無線設備の技術基準適合証明等（通称：技適）」

を取得している必要がある。技適取得については、購入前にメーカーに問い合わせることを

推奨する。 

装着する発信器の重量は、一般的には 4%以下となっているが、特にコクガンなどについ

ては装着の影響が大きいため、できるだけ軽い機器の装着が望ましい。一方で、装着後、嘴

等で壊されてしまうこともあるため、一定の強度も必要である。これまでの装着実績などを

勘案し、使用する発信器を選定することが重要である。 

 

(1) バックパック型 

装着はハーネスを用いて実施することが多い。ハーネスでの装着には訓練が必要である。

装着方法は、図 3-3 の方法を用いている下記のビデオを参考にするとよい。 

 

【コクガンへの装着時のビデオ】 

 

長年、追跡を実施され、発信器装着方法の改良へ努力を重ねてこられた時田賢一氏、樋

口広芳氏らに装着方法のビデオ公開の許可をいただきました。 

※ 動画は当ガイドライン読者のみの限定公開。関係者限でお願いします。 

 

【発信器選定、装着時の注意点】 

① 発信器の高さ 

ソーラータイプの発信器を使用する場合、装着後に背中の羽毛でソーラーパネルが隠

れてしまい、充電されない事象が起こることがある。発信器の底にネオプレーン製の素材

などを張り付けてかさ上げするか、もしくはソーラーパネルがかさ上げされたタイプを

購入するとよい。ネオプレーン製の素材でかさ上げする場合は、海水対応の接着剤

（Marine Goopなど）を使うとよい。 

コクガンの場合、基部からソーラーパネルまでの高さが 26.2mm あると、充電に支障

がなかった。 

https://www.youtube.com/watch?v=urDDvg7g2ZY
https://www.youtube.com/watch?v=urDDvg7g2ZY
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図 3-1．ネオプレーン製の素材によりかさ上げされた発信器（左）とコクガンに装着し

た発信器（右） 

 

 

図 3-2．ソーラーパネルがかさ上げされている Druid 社の製品（Druidユーザーマニュ

アルより抜粋） 

 

 

② ハーネスの選定 

ハーネスは頑丈なものでなければガン類にちぎられてしまうことがある。テフロン製

のハーネスの内部に補強する素材を入れる方法が推奨される（Lameris et al. 2017, 2018）。 

 

③ ハーネスでの装着時の注意点 

ガン類は渡り時期に体重変化があるため、ハーネスは緩すぎず、きつすぎない程度での

装着が必須となる。図 3-3 のように、ハーネスを翼をまたいで装着する際、翼の付け根の

後ろ側の部分にハーネスが当たっていると飛翔時にすれて擦過傷を起こす可能性がある

ため要注意。 
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図 3-3．ハーネスによる装着方法の一例（Lameris et al. 2018 より抜粋） 

 

【引用文献】 

Lameris, T. K., Kölzsch, A., Dokter, A., Nolet, B. A., & Müskens, G. J. D. M. (2017). A novel 

harness for attaching tracking devices to migratory geese. Goose Bull, 22, 35-40. 

Lameris, T. K., Müskens, G. J., Kölzsch, A., Dokter, A. M., Van der Jeugd, H. P., & Nolet, B. 

A. (2018). Effects of harness-attached tracking devices on survival, migration, and 

reproduction in three species of migratory waterfowl. Animal Biotelemetry, 6(1), 1-8. 
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(2) 首輪型 

装着が容易。特に首が短い Branta 属やカモ類への装着には高さが低いものを選定する

などの注意が必要となる。首輪の内径は表 2-1 と同様でよい。 

 

  

図 3-4．首輪型発信器のセット（左）と装着後の様子（右）。発信器本体は目立たなくす

るため、黒く着色している。 

 

(3) インプラント型 

インプラントは、鳥体捕獲後、開腹し、手術で発信器を体内に埋め込む方法である。潜

水性の種など、外部に発信器を装着することで生存に多大な影響を与える種で主に行わ

れている。ガン類でもバックパックに比べ、装着後の行動変化などの影響は少ないとされ

ている（資料参照 4）。日本での実施例はまだなく、技術者を海外から招へいする必要が

ある。 

 

 

図 3-5．インプラント発信器のイメージ 
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第２章 捕獲技術編 

4．捕獲方法 

ガン類の捕獲方法は複数の手法があるが、ここでは無双網、ウッシュネット、くくり罠、

手捕りを簡単に紹介する。実際に設置、使用を自身の手で実施しなければ覚えられないため

罠を自作し、試行錯誤されたい。ノウハウについては、EAAFPガンカモ類作業部会科学技

術委員会への共有及びガンカモ類捕獲作業者への水平展開にご協力いただきたい。 

 

 (1) 無双網 

鳥がおとりや撒き餌に誘われて地面におりたときに、地面に伏せておいた網を、離れたと

ころからロープで操作することにより、鳥にかぶせて捕獲する網のことである。鳥は一般に

風下から飛来するため、網は風下に向かってかぶさるように設置する。 

 

 【材料】 

  ・手竹  ⇒ 竹など。網の横幅の 1/2 程度の長さ。 

  ・網   ⇒ 漁網や防鳥ネットなど。 

  ・引き綱 ⇒ 伸びない材質のもの。ワイヤーなどがよい。できるだけ目立たない色。 

  ・杭   ⇒ 網の大きさにあわせ、展開時に抜けないものを用意。最低 5 本。 

 

 

図 4-1．無双網設置時 

 

  

ウェブ上では非公開とさせていただきます。 
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図 4-2．無双網概略図（今野怜氏作成）  

ウェブ上では非公開とさせていただきます。 
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 (2) ウッシュネット 

たたんだ網の両端にガイド棒を網の展開方向に斜めに設置し、ゴムで網を引くことで、網

が展開する仕組み。 

 

 【材料例】 

・ガイド棒：竹など。設置した際、網の横幅の 1/2 程度の長さが地表に出る程度。 

・網   ：漁網や防鳥ネットなど。 

・杭   ：網の大きさにあわせ、展開時に抜けないものを用意。最低 4本。 

・トリガー：マルカン、杭、ピン、ゴムチューブ。網の両端に 1カ所ずつ設置。1 本の

引き綱で 2 つのトリガーが外れるようにする。 

・引き綱 ：トリガーを外す際に引くロープ。伸びない材質のもの。ワイヤーなどがよ

い。できるだけ目立たない色。 

 

  

図 4-3．展開前と展開後 

https://www.youtube.com/watch?v=kT7g0Q68GU0 より抜粋 

  

ウェブ上では非公開とさせていただきます。 

https://www.youtube.com/watch?v=kT7g0Q68GU0


14 

 

 

図 4-4．トリガー拡大図 
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 (3) くくり罠 

くくり罠は、釣り糸などで輪を作り、鳥の足などに絡めて捕獲する罠である。輪が締まり

すぎると鳥が傷つくため、くくり罠にはストッパーを設けることが必須である。コクガン捕

獲の際には、コクガンが利用する浅瀬を特定し、くくり罠を見えにくくするため、水に沈め

て仕掛けた（参考資料 6）。 

 

【材料例】 

・釣り糸 ：フロロカーボン製 8～10 号。 

・ヌーズマットの台 ：メッシュパネルなど 

 

 

図 4-5．コクガン捕獲用くくり罠（Sawa et al. 2019 より改変） 

 

 

図 4-6．浅瀬に仕掛けたくくり罠  

ウェブ上では非公開とさせていただきます。 
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 (4) 手捕り 

餌付けされているガンカモ類では、手捕りが可能な場合がある。主にハクチョウ類、オナ

ガガモなど餌に誘引される種類で有効である。捕獲の際は、餌におびき寄せられている所を

捕獲するため、鳥の動きを確認しながらつかむ事ができる。 

 

 【コハクチョウ手捕りの動画】 

    

  クッチャロ湖水鳥監察館でのコハクチョウの手捕りの動画です。 

  小西敢氏より提供いただきました。 

※ 動画は当ガイドライン読者のみの限定公開。関係者限でお願いします。 

 

ハクチョウ類は、陸上で捕獲する場合、片手でクチバシか頭部を掴み、もう片方の手で翼

を押さえ込み、羽ばたかせないように脇に抱え込んで確保する。ハクチョウ類は翼で攻撃し

てくることが多く、特に翼角が固く危険なため、慣れるまでは、翼を閉じて押さえる人が必

要となる。足の爪も意外と鋭いため、注意が必要。また、水中で捕獲する場合は、ハクチョ

ウ類が水中に首を下げている時にハクチョウの両肩を押さえ込むように掴み、脇に抱えた

後、クチバシか頭部を片手で確保する。捕獲後は、目隠しをして、ジャケットに包んで保定

する。 

オナガガモ等のカモ類は、陸上では、カモ類が餌をついばみ、下を向いている時にカモ類

の背中を片手で上から押さえつけ、動きを止めてから、両手で両肩を押さえて確保する。こ

の時に力任せに押さえ込むとカモ類が怪我をするため、動けなくなる程度の力で押さえ込

む事が大事。水中で捕獲する場合は、カモ類が水中に頭を入れている時に両手で両肩を押さ

えて確保する。 

手捕りの良い点は、狙った個体だけを捕獲するため、成鳥・幼鳥・オス・メス・健康体等

の選択ができ、捕獲時に生じる鳥への怪我等も防ぐことができる。また、手捕りできるほ

ど人に慣れているため、捕獲後、標識をした際に目視される機会が多い。ただ、１回に１

個体ずつしか捕獲できないため、捕獲に時間を要し、回数を重ねると鳥が警戒してしまう

事がある。餌慣れしていれば、ハクチョウ類は、１日に数羽。カモ類は数十羽捕獲できる

事もある。  

ウェブ上では非公開とさせていただきます。 

https://www.youtube.com/watch?v=ZWV7MFzFXcQ
https://www.youtube.com/watch?v=ZWV7MFzFXcQ
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５．罠の設置及び馴化作業 

(1) 利用場所の特定・餌付けなど 

ガンカモ類に限らず野生鳥獣を捕獲するためには、罠の射程内に対象種が来ることが必

要である。無双網やウッシュネットの射程距離は長くても 5m程度、くくり罠は罠の真上を

通過しければならない。そのため対象種がピンポイントでどんな環境を利用しているのか

を確認する必要がある。 

 

図 5-2．通常の調査の粒度と捕獲に必要な情報 

 

 

図 5-3．コクガンが定期的に集結する砂州とその利用場所（上：平面写真、下：上空写真）  

ウェブ上では非公開とさせていただきます。 
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餌付けが可能な種であれば、餌付けが捕獲の成否の 90%以上を決めるといっても過言で

はない。特に、秋の渡り時期、越冬期、春の渡り時期は、周囲の餌の豊富さや警戒心の強さ

など、様々な外的要因により、餌の誘引効果は異なる。時期、場所ごとの餌付けに対する反

応を見極めて、罠に誘導をすることが望ましい。 

マガンの場合、籾（脱穀する前の米）が有効である。脱穀後の玄米や白米には餌付かない。

また、乾燥したデントコーンなども有効と考えられる。 

 

【餌撒き時の注意点】 

罠の目の前に鳥がいると、罠の展開時に巻き込まれて怪我・死亡する可能性がある（図 5-

4 の白丸）。罠の 1m 前後には餌をまかないよう注意が必要である。 

 

図 5-4．罠の位置と射程及び怪我を負わせる可能性があるガン類（白丸）の位置。 

 

  

図 5-5．餌付け方法の一例。 

  

ウェブ上では非公開とさせていただきます。 
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(2) 罠への馴化 

捕獲のための罠を仕掛けると、ガンカモ類は敏感に変化を察知するため、罠のカムフラー

ジュや馴化が必要である。罠を設置し、周辺に生えている草やわらでカムフラージュしても、

上空から見れば一目瞭然であるため、可能であればガン類の渡来前から、本番で使用する罠

に似せたダミーの罠を置いておくとよい。本番の罠をずっと置いておくと、キツネやネズミ

にかじられたりして痛む可能性があるので注意が必要である。 

 

 

 

図 5-1．キャノンネット（捕獲網を火薬で飛ばす罠）を設置しカムフラージュした状態（上）

と上空からの写真（下） 

  

ウェブ上では非公開とさせていただきます。 
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(3) 罠の見張り 

通常、見張りはガンカモ類の罠から 100m 以上離れた場所で行う。罠の射程に入っている

かの確認は、1方向からでは困難なため、最低でも、罠の縦方向・横方向の 2方向から確認

を行う必要がある。射程に入ったかどうかを見極めるために、射程範囲がわかる目印を置い

ておくとよい。ただし、目印は土を盛るなど、その場にあるものが望ましい。 

 

図 5-6．罠の射程がわかる目印の設置 

 

罠の監視に便利な遠隔カメラもあるので、活用されたい（参考資料 7）。 

 

  

図 5-7．遠隔監視システムの「スマカメ」とその映像 
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６．捕獲時にあると便利な道具類 

捕獲後の取り扱いも通常の小鳥類と異なる点が多くある。大きな罠になるほど、一度に多

くの鳥が捕獲される可能性がある。素早く罠から外し、安全に保管する必要がある。人員不

足や資材不足、経験不足の場合は、網から外し、計測やサンプル取得、発信器装着に必要な

個体を確保したら、他は、その場で足環、首輪のみを装着し、放鳥するとよい。 

捕獲時には、下記のような道具があると便利である。 

 

・ジャケット 

鳥の胴体を包み込む拘束具。翼をおさえることができ、ガン類が暴れるのを防ぐことがで

き。 

 

 

図 6-1．ジャケット設計図 
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図 6-2．ジャケットの利用方法 

 

・目隠し 

 靴下を 2 枚重ね、ガンの頭にかぶせる。これにより視界がなくなるため大抵の個体はお

となしくなる（図 6-2 参照）。 

 

・テント、組み立て式犬小屋 

安価なものでよいので、組み立て式テントがあるとよい。一度に 10羽以上を保管できる。

数羽であれば、組み立て式の犬小屋でもよい。特に発信器の装着などを行った場合は、組
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み立て式犬小屋に少しおいておき、装着具合が問題ないか確認をすることができる。 

 

  

図 6-1．ジャケットを着せたマガン（左）と組み立て式犬小屋に収納したコクガン 
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資料編 
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参考資料１．捕獲許可申請書（例：鳥獣保護管理法） 

 

申請先が、環境省、都道府県によって書式が違うので要注意。 
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参考資料２．天然記念物現状変更許可申請書（例） 
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参考資料３．土地利用申請（例） 
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参考資料４．鳥類標識調査データ利用申請書（例） 

 

  

公益財団法人山階鳥類研究所

　　　所長　奥 野 卓 司 殿 住　所 （〒174-0051）

東京都板橋区小豆沢2-20-15-603

電話番号（090-7494-2847）

氏　名 澤祐介 ㊞

職　業 団体職員

利用者の氏名

利用の目的

具体的に記入

利用の方法

利用期間

公表の内容

公表の時期

備考

承認：

2019年4月25日

注）利用期間を過ぎてデータを利用する場合は、再度申請を行うものとする

鳥類標識調査データ利用申請書

　鳥類標識調査データ管理利用規程に基づいて、鳥類標識調査データの利用をしたいので、以下に
より申請します。なお、受け取ったデータは下記の目的以外に使用したり、他者に渡すことはいた
しません。

澤祐介

申請者が2017年度から調査を開始したコクガンについて、日本国内での移動経路解
明のため、標識回収記録を解析し、結果を学術誌に論文発表する。特に、2017年11
月、2018年10月、11月に北海道野付湾で標識したコクガンの回収記録をもとに、野
付湾から日本各地の越冬地への移動記録をまとめる。

使用するデータに関しては、調査を共同で実施している関係者と調整し、共同発表
とする。

データの種類：
これまでのコクガンの新放鳥と再放鳥データ及び回収データ。回収データは、日本
で標識し海外で回収されたデータ、海外で標識され日本で回収されたデータの両
方。

データの種類
（放鳥/回収な
ど）、鳥種、
地域、期間な
ど具体的に記
入

平成31年6月1日　から　　平成32年5月31日　まで

利用した成果
物の公表の方
法

・書籍　　・論文　　・報告書   ・ウェブサイト  ・その他（　 　　   　　　    　　）

野付湾で標識されたコクガンについて、移動経路をまとめ、秋の渡り
経路の一部として解析を行う。解析結果を日本鳥学会誌に投稿する。

日本鳥学会誌69巻発行日（2020年4月以降予定）から
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参考資料５．インプラント式発信機の有効性及びガンカモ類への装着について 

 

１．インプラント式発信器とは 

鳥類への発信器の装着は、ハーネスや接着剤、足環型、首輪型など、外部に装着するもの

が主流であるが、外部に装着することによる行動の変化（羽繕いの増加、休息時間の減少、

採餌時間の減少、警戒心の低下）とそれに起因する捕食による死亡率の増加、渡り行動の変

化（渡らずに越冬地・中継地に居残る、渡り時期が遅くなる）など様々な影響があることが

知られている（White et al. 2013）。特に、生活のほとんどを水の上で過ごす水鳥、あるいは

潜水性の鳥類については、外部発信器やそれを装着するハーネスにより水流の影響を大き

く受ける他、羽毛の微細な乱れにより体温の維持に影響を与える。 

これらの影響を避けるため、水鳥や海鳥を対象に、鳥体の内部に埋め込む「インプラント

式発信器」が用いられることがある。インプラント式発信器は、トレーニングを受けた獣医

師により、鳥体に麻酔をかけ手術で体内に埋め込むものである。 

  

 

(1) インプラント式発信器装着の手順 

インプラント式発信器の装着は、手術により鳥体の内部に挿入されるが、できる限り鳥体

への影響（手術による物理的負担、心的ストレス、感染症など）を最小化するように行われ

る。鳥体は、麻酔をかけたのち、手術にて挿入を行う。その後、麻酔が切れた後、一定時間

安静に保管し、問題がなければ放鳥する。 

 

(2) 発信器の持続期間 

インプラント式発信器は体内に埋め込むため、ソーラー式のものが使用できず内蔵電池

式となる。発信間隔にもよるが、半年から 2 年間程度持続する。通常は発信器の電池がなく

なった後も体内に残り続けるが、まれに脱落する個体も観察されている。また、再捕獲され

た場合には、手術にて除去が可能である。 
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２．インプラント発信器の有効性 

 

(1) インプラント発信器と外部装着型発信器の比較 

インプラント発信器と外部装着型発信器が及ぼす鳥類への影響について、36 種を対象に

した 39の研究から、発信器による影響を解析し、レビューを行った研究（White et al. 2013）

では、下記の結論に達している。 

・外部装着型は、一貫して栄養状態、繁殖率、代謝、生存率などに対する何らかの負の影

響があるのに対し、インプラント発信器は、一貫した負の影響がない。 

・外部装着型は装着後 100 日以下で影響が大きく、それ以降はその影響が軽減する。 

・手術や麻酔におけるリスクを低減できるのであれば、外部装着型よりもインプラント式

の方が好ましい。 

 

参考文献：White, Craig R., et al. 2013. Implantation reduces the negative effects of bio-

logging devices on birds. Journal of Experimental Biology 216: 537-542. 

 

(2) 手術、麻酔時の死亡率、リスクについて 

手術や麻酔に対する反応は、種により影響が異なる。下記は、本研究において執刀予定の

●●氏の過去の実績に基づく値である。また、手術や麻酔の影響を最小化する対策として、

悪天候時や栄養状態が悪い個体には、放鳥後の生存率や麻酔、手術の負荷が大きくなると考

えられるため、装着は実施しない方針である。 

 

・小型の潜水性の鳥類（ウミスズメ、コオリガモ、アラナミキンクロなど）は、麻酔・手

術の影響による死亡率は比較的高く、5～8％程度。 

・シノリガモは耐性が強く、これまで 250 羽以上を手術し、麻酔による死亡が 1 羽のみ。 

・ガン類に関しては、麻酔や手術の間の死亡率は５％以下。 

・コクガン属に関しては、コクガンとカナダガン合計 100 羽以上を手術し、手術、麻酔時

の死亡は 0 羽である。 
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3．ガン類におけるインプラント式発信器による追跡 

 

(1) コクガンの衛星追跡成功率 

2002 年、2005 年の 7、8 月に外部装着型発信器とインプラント式発信器をコクガンに装

着した研究では、外部装着型が、装着地から 3100km 離れた中継地まで 30%しか追うこと

ができていないのに対し、インプラント式では 100%の追跡に成功している。また、翌年の

春の渡りで繁殖地まで追跡成功した割合は、外部装着型で 0%、インプラント式で 45%とな

っている。 

 

年度 
発信器 

種類 
重さ 羽数 装着方法 

秋の渡り 
春の

渡り 
装着地→中継地まで 

（直線距離 3100km） 

中継地→越冬地 

（直線距離 2700m） 

2002 PTT 
30g 5 

外部装着型 30% 20% 0% 
45g 5 

2005 PTT 45g 20 
インプラン

ト式 
100% 85% 45% 

 

参考文献：Boyd, W. Sean, et al. 2013. Migration patterns of western high Arctic (grey-

belly) brant Branta bernicla." Wildfowl: 3-25. 

 

(2) カナダガンへのインプラント式発信器の影響調査 

198 羽のカナダガンのメスに、26gまたは 35gのインプラント式発信器を装着し、足環の

みを装着した 118 羽のメスと、渡り行動、繁殖、生存率の比較調査を実施（2001 年、2002

年の 2 年間）。その結果、35g の発信器では、渡り行動への若干の影響と、短期的な生存率

への影響が明らかとなった一方、繁殖活動については有意な差はなかった。また、26g の発

信器では有意な影響が検出されなかった。これらのことから、インプラント式発信器は、渡

り行動への若干の影響は懸念されるが、繁殖活動への影響はほとんどないことが明らかと

なった。また、影響を最小限にするため、できるだけ軽い発信器の装着が推奨されている。 

 

【主な結果】 

・2001 年は差が見られなかったが、2002 年は 35gの発信器装着個体は、春の渡りが 1-2

日遅れた。 

・営巣開始時期、一腹卵数、卵の平均重量は、差が見られなかった。 

・1年後の生存率は、発信器装着個体も足環個体も同レベルであったが、2、3 年目の生存

率は 35ｇの発信機を装着したメスは、足環だけのメスよりも 10%低かった。しかし、
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長期間の生存率については、その差は検出されなかった。 

 

参考文献：Hupp, Jerry W., et al. 2006. Effects of abdominally implanted radiotransmitters 

with percutaneous antennas on migration, reproduction, and survival of Canada 

geese. The Journal of wildlife management 70: 812-822. 

 

 

(3) ミカドガンにおけるインプラント式発信器での追跡 

53 羽のミカドガンに、45g または 35g のインプラント式発信器（PTT）を装着し、渡り

を追跡。そのうち 3 羽は発信が途絶えたが（1 羽は 11-18 日後に死亡、2羽は 3-4 週間後に

発信器途絶える）、50 羽が繁殖地からの追跡に成功し、平均追跡日数は 283±106 日であっ

た。 

 

参考文献：Hupp, Jerry W., Joel A. Schmutz, and Craig R. Ely. 2008. The annual migration 

cycle of emperor geese in western Alaska. Arctic: 23-34. 
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参考資料６．コクガン捕獲のための水中設置用改良型くくり罠の作成方法 

 

澤祐介，田村智恵子，池内俊雄 

 

要約 

越冬期、渡り期のコクガンを捕獲するため、水中に設置する改良型くくり罠を開発し

た。改良型くくり罠により、2019 年から 2020 年にかけ、延べ 22 日間の調査期間の間に、

コクガン 14 羽、ヒドリガモ 1羽、オオセグロカモメ 1羽を捕獲することができた。改良型

くくり罠は、ある程度の潮位差や風がある条件下で水中に設置して使用しても、およそ 80%

のくくり罠が倒れたり、輪が締まったりせずに罠として機能する状態であったことから、潮

汐や波がある中でも有効に使えることが確認された．さらにこの罠は、コンクリート護岸や

岩礁・砂礫地、砂浜など様々な環境で、素早く設置することができた。今回開発した罠は、

くくり罠の大きさやメッシュの形状などを調整することで、コクガンだけでなくこれまで

捕獲が困難であった水辺の鳥類にも応用が期待されるものである。 

 

はじめに 

くくり罠は，猛禽類に使用されるバルチャトリやシギ・チドリ類を捕獲するためのヌーズ

マットなど，鳥類の捕獲に広く使われている罠である（猛禽類：Schemnitz et al. 2009，シ

ギ・チドリ類：Mehl et al. 2003, McGowan & Simons 2005, Hall & Cavitt 2012，ガンカ

モ類：Takekawa et al. 2009, Simeonov et al. 2014, Sawa et al. 2019aなど）．一部でハク

トウワシ Haliaeetus leucocephalus の捕獲のため，くくり罠を魚の死骸に設置し水面に浮

かべる罠が使用されているが（Cain & Hodge 1989），ほとんどの場合は陸上で使用されて

られている．営巣している個体や餌で誘引が可能な種については比較的容易にくくり罠で

捕獲することができるが，非繁殖期の個体や誘引が困難な種の場合，罠を十分に隠さなけれ

ば，警戒され罠に近寄らないことも多い． 

筆者らはくくり罠を水中に設置することで，非繁殖期に潮間帯を利用するコクガン

Branta bernicla の捕獲技術を開発することに成功した（Sawa et al. 2019b）．一般的にく

くり罠での捕獲には，設置した輪が垂直に立っていることが重要である．しかし潮間帯に設

置する際には，設置に時間がかかり対象種への攪乱が懸念されることや，潮汐・波の影響で

輪が締まったり倒れたりすることも多く，設置に適した条件は波が穏やかで干満の差が少

ない日などに限られていた（Sawa et al. 2019b）．そこで今回，設置が容易で，干満の差が

大きいあるいは波がある条件下でも輪を垂直に維持し，輪が締まりにくくするための水中

設置用改良型くくり罠を開発したので報告する． 
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調査方法 

コクガンの捕獲調査は，北海道函館市亀田半島の川汲町から尾札部，銭亀町から根崎町に

かけての沿岸域（2019 年 2 月 10～12 日，3 月 20～31 日，2020 年 3 月 24～27 日）及び

北海道別海町の野付湾（2019 年 10 月 18～22 日）において，のべ 22 日間にわたり実施し

た．亀田半島は，400 羽以上のコクガンが飛来する国内有数の越冬地であり（平田ら 2015），

野付湾は秋期に最大 8,600 羽のコクガンが飛来する中継地である（藤井 2017，Sawa et al. 

2020）． 

水中設置用改良型くくり罠は，以下の作成方法に従って作成した．くくり罠の輪の内径は

8～10cm程度となるように作成し，1枚のメッシュに約 25～30のくくり罠を取り付けたも

のを 6 枚用意した． 

 

【材料】 

・フロロカーボン製釣り糸 10 号  

・金属製メッシュパネル 60cm × 90cm 

・黒色のビニールテープ テープ幅 10mm  

・クリップ 長径 23mm 

・釣り糸用カラミ止めパイプ 黒 1.5mm 

 

【作成方法（図 1）】 

① 釣り糸を約 45cm に切り，片方の先端を 5cm 程度残して折り返し，ちちわ結び等で

小さな輪を作る． 

② 1 つ目の結び目の 4cm程度手前で，2 つ目の結び目を作る．2 つ目の結び目は，鳥が

くくり罠にかかった際に，罠が絞まりすぎないためのストッパーの役割となる． 

③ 1 つ目の結び目の輪に，反対側の先端を通して輪を作る． 

④ 罠が絞まった時の状態。2 つ目の結び目がストッパーの役割を果たす．また，2 つの

結び目の間は釣り糸が二重になっており，罠に鳥がかかった際に跗蹠に釣り糸が食い

込みにくくする効果が期待できる。 

⑤，⑥ 設置時にメッシュパネルが目立つ場合は、メッシュパネルの外枠と外から 1つ目

のメッシュを残し，内側のメッシュを切り落とす。⑤～⑧の工程は、設置時に罠を目

立たなくするための対策であるが、メッシュパネルをそのまま使用する場合には不要

である。 

⑦，⑧ 切り抜いたメッシュパネルに釣り糸を格子状になるように，棚糸を張る。本手順

では，メッシュを一つ飛ばしで釣り糸を張っているが，くくり罠の取り付け密度によ

って変更するとよい。 

⑨ くくり罠の先端の輪を反対側の先端に通してくくり罠を作り，1cm 程度に切ったカ

ラミ止めパイプを釣り糸に通す。 

⑩ ⑨の状態で，作成したくくり罠の直径が約 8cm となるように調整しながら棚糸の交

点に固く結び付ける． 

ウェブ上では非公開とさせていただきます。 



36 

 

⑪ 10cm に切ったビニールテープの先端から 1cm 程度の場所をカラミ止めパイプに張

り付ける. 

⑫ 短い方の先端を，パイプをくるむようにして折り返す． 

⑬ パイプの上端を基点とし，接着面を内側にして棚糸に向かってテープを三角に折る．

折りこんだテープは棚糸の下を通す。 

⑭ テープを棚糸に巻き付け，上へ折り返す． 

⑮ テープを三角形の斜辺に沿って，横へ折り返す． 

⑯ 最初に作った三角形から 90 度の角度にある棚糸に合わせてテープを折り，再びパイ

プ上端を基点として棚糸に向かって，接着面が内側になるように三角に折る． 

⑰ テープを棚糸にメッシュパネルに巻き付け，上へ折り返す． 

⑱ 三角形の斜辺に添ってテープを折り返す．この時，テープが余ったら適当な長さに切

る． 

⑲ くくり罠の 1 つ目と 2つ目の結び目の間にクリップを付ける． 

⑳ クリップをビニールテープに挟み込む． 

  

ウェブ上では非公開とさせていただきます。 
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図 1．罠の作成方法 

ウェブ上では非公開とさせていただきます。 
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図 1．罠の作成方法（続き） 

ウェブ上では非公開とさせていただきます。 
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図 1．罠の作成方法（続き） 

 

【罠の設置方法】 

コクガンは小河川の河口などで真水を飲水するため，決まった水場に定期的に飛来する

ことが知られている（Shimada et al. 2013）．函館では飲水場所を特定し，そこに罠を設置

した．飲水場所の地面が岩礁やコンクリート護岸の場合は，水場手前の水中に設置した（図

2c、d）．水深が深すぎるとくくり罠が届かず，浅すぎると罠が露出するため，潮の満ち引き

に合わせ，罠の位置を調整した．設置から約 30 分後に，罠を設置した場所の水深が 5cm～

15cm程度となるように，満ち潮の場合は浅めの場所もしくは陸上に，引き潮の場合は水深

20～30cmの場所を目安に設置した。飲水場所が砂浜の場合，汀線付近に外枠及び棚糸が砂

に隠れる程度に罠を埋めこんだ（図 2a、b）．罠は設置場所に合わせて 2つから 6 つを結束

バンドで連結し，杭で固定するか約 2kgのブロック 1～4 個をロープでメッシュパネルに結

びつけた． 

野付湾では，コクガンが早朝に休息，グリッド（消化を助ける小石）の採取のために上陸

する砂州に罠を設置した（Sawa et al. 2019）．函館と同じく，設置から約 30 分後に，罠を

設置した場所の水深が 5cm～15cm程度となるように，満ち潮の場合は浅めの場所もしくは

陸上に，引き潮の場合は水深 20～30cmの場所を目安に設置した。 

潮位については、スマートフォンのアプリケーションしおさい（rgunner社，

https://www.rgunner.jp/apps/searoar/）を用い、函館では尾札部及び志海苔漁港の予測潮

ウェブ上では非公開とさせていただきます。 

https://www.rgunner.jp/apps/searoar/
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位、野付湾では尾岱沼の予測潮位を取得した。風速については、気象庁ホームページ

（https://www.data.jma.go.jp/obd/stats/etrn/index.php）より、函館については高松と川

汲、野付湾については標津の気象データを用いた。 

 

 

図 2．(a) コクガンが飲水に訪れる砂浜の小河川上に 6枚の罠を連結して設置し、ブロック

にロープをつけて固定した．満ち潮時に設置したため，汀線より上部に仕掛けている．

(b) (a)の罠にコクガンがかかる様子（丸印）．(c) コンクリート護岸の水中に仕掛けた罠．

(d) 波がひいた際に露出した罠．このように波が被ってもほとんどのくくり罠の輪は締

まっていない． 

 

結果 

22 日間の調査期間中に，コンクリート護岸，岩礁・砂礫，砂浜の環境で罠を使用し，コ

クガン 14羽，ヒドリガモ 1羽，オオセグロカモメ 2羽を捕獲した（表 1）．水中にくくり罠

が位置している間，コクガンは罠を警戒せずに，周辺まで近づいてくることを確認できた．

捕獲した際の罠の水深は，コクガンが歩けるほどの深さで約 10cm 以下であった。罠の設置

場所の水深がおよそ 20cm 以深になると，罠の上をコクガンが泳いでも罠にかかることは

なかった．また，罠の一部，または全部が水面に露出すると，コクガンは罠を迂回するか，

罠の上を通るがくくり罠を一つずつ避けて歩く行動が観察された．さらに，1 羽の鳥が罠に

かかると警戒声を発するため，他の鳥が飛び立ってしまい，一度に複数羽を捕獲することは

ウェブ上では非公開とさせていただきます。 

https://www.data.jma.go.jp/obd/stats/etrn/index.php
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困難であった． 

罠の設置については，6枚の罠を 2人で設置し数分以内で完了することができた．捕獲前

後の 30 分間の潮汐の変化は最大 19cm、捕獲時の 1 時間当たりの最大風速は 8.6m であっ

た（表 1）。しかし水中に設置されたくくり罠のおよそ 8 割は，輪が締まることなく垂直に

立っていることが確認された。一方，ちぎれた海藻が漂う「流れ藻」が多い場所では，それ

らがくくり罠にからみ，波に流されることで，クリップが外れ，輪が締まった状態になるこ

とが多く、鳥は捕獲できなかった． 

 

表 1．水中設置用改良型くくり罠で捕獲した個体の一覧及び捕獲時の環境条件．略語；U：

不明，F：雌，M：雄，A：成鳥，J：幼鳥 

 
 

 

考察 

水中設置用改良型くくり罠は、コンクリート護岸，岩礁・砂礫，砂浜など様々な環境にお

いて、短時間で設置でき、水中でも有効に使用できることが確認された。Sawa et al. (2019b) 

では，10m の一本の棚糸に 30個のくくり罠を取り付けた罠 2 本と，1.5mの棚糸に 7個の

くくり罠を取り付けた罠 10 本を水中に設置するのに，2 人で 30 分の時間を要しており，

特に輪を垂直に立てることに時間を要していた．一方，改良型くくり罠は数分以内で設置を

完了でき、捕獲場所での攪乱を最小限に抑えることができる．さらに罠を固定するための杭

も必要ないため，コンクリート護岸にも容易に設置が可能であった．ビニールテープはくく

り罠を直立させ，クリップは潮汐や波の力で輪が締まるのを防ぐことに有効であることを

確認することができたが，流れ藻が多い場所では，今回の罠は機能しなかった。クリップの

強度を強くすることで流れ藻による輪が締まるのを防ぐことはできると考えられるが，そ

の場合，コクガンがかかった際にクリップが外れにくくなり，捕獲効率が落ちる懸念がある。 

Date Species Sex Age Capture site Environment
Wind speed

(m/s)

Tide differences

during 30 min before

capture (cm)

10 Feb 2019 Branta bernicla U J Osatsube, Hakodate Concrete revetment 2.1 -2

11 Feb 2019 Branta bernicla U J Osatsube, Hakodate Concrete revetment 2.6 -9

12 Feb 2019 Branta bernicla F A Osatsube, Hakodate Concrete revetment 2.8 -8

21 Mar 2019 Branta bernicla F J Shinori, Hakodate Rocky shoreline 4.5 7

23 Mar 2019 Branta bernicla F A Osatsube, Hakodate Rocky shoreline 3.2 4

23 Mar 2019 Larus schistisagus U A Osatsube, Hakodate Rocky shoreline 4.9 7

25 Mar 2019 Branta bernicla M A Shinori, Hakodate Rocky shoreline 1.8 9

27 Mar 2019 Larus schistisagus U A
Kakkumi river mouth,

Hakodate
Rocky shoreline 4.7 -9

29 Mar 2019 Branta bernicla F J Shinori, Hakodate Rocky shoreline 7.5 -8

30 Mar 2019 Branta bernicla F J Nezaki, Hakodate Sandy beach 5.5 -5

18 Oct 2019 Branta bernicla F J Notsuke Sandy beach 2.4 -3

18 Oct 2019 Branta bernicla F A Notsuke Sandy beach 2.4 -4

21 Oct 2019 Branta bernicla U A Notsuke Sandy beach 2.0 -1

21 Oct 2019 Branta bernicla U A Notsuke Sandy beach 2.4 1

23 Mar 2020 Branta bernicla F A Nezaki, Hakodate Sandy beach 5.0 8

25 Mar 2020 Anas penelope M A Zenigame, Hakodate Rocky shoreline 8.6 2

26 Mar 2020 Branta bernicla M J Nezaki, Hakodate Sandy beach 6.5 3
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一方，コクガンを一度捕獲した場所で再度，捕獲することは困難であった。特に，2019年

3 月，2020 年 3 月の函館での調査では，周辺地域全体の個体数が少なく，飲水場所を利用

する個体の入れ替わりもほとんどないと考えられたため、1羽を捕獲後、罠に対する警戒心

が高まったと思われる。今回の罠は一度に同一場所で複数羽を捕獲することが困難なため、

捕獲候補地を複数準備することや、捕獲時期をずらして複数回実施するなどの対応も重要

と考えられる． 

今回の調査では，改良型くくり罠を使用することで，設置可能な条件や場所の拡大，設置

時間の短縮など，調査効率を大幅に改善することができた．本調査ではコクガンの捕獲に焦

点をあてたが，改良型くくり罠は設置場所やメッシュパネルの大きさ，形状などを工夫する

ことで，他の鳥類にも応用が可能と考えられる． 
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参考資料７．設置した罠のリアルタイム遠隔監視システム 

澤祐介 

 

特定の鳥を狙って捕獲する際、設置した罠の周辺に鳥が来ているかどうかを常に監視す

るため、ブラインドを設置したり、遠く離れた場所から監視をした経験がある方もいらっし

ゃるのではないだろうか。しかし、人の気配を完全に消すことができず、鳥の警戒心がなか

なか解けない、ということも発生することがしばしばある。ここでは、くくり罠によるコク

ガンの捕獲時に、リアルタイムで遠隔監視できるシステムを導入したので紹介する。 

 

【参考URL】 https://www.planex.co.jp/articles/CS-QR10/001.shtml 

 

■ 材料 

① スマカメ アウトドア CS-QR300（プラネックスコミュニケーションズ株式会社） 

② USB(A)⇔DC ジャック(直角/外径：5.5φ/内径：2.5φ)/黒/1.2m【DC-5525A】 

③ モバイルバッテリー 

④ モバイルルーター、充電ケーブル（USB） 

⑤ ジップロック 

⑥ ソフトポーチ 

⑦ 100 円均一商品 保温性お弁当箱入れ（モバイルバッテリー等をしまうケース） 

⑧ 監視用デバイス（インターネットに接続できる PC、スマートフォン、タブレット等） 

⑨ スマカメアプリ（Windows版、iPhone版、アンドロイド版がそれぞれある） 

 

 

https://www.planex.co.jp/articles/CS-QR10/001.shtml
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■ 使用方法 

① スマカメを USB(A)⇔DC ジャックでモバイルバッテリーに接続する。長時間使用す

る場合は、モバイルルーターもモバイルバッテリーに接続する。 

 

 

② スマカメとモバイルルーターを接続し、スマカメアプリで映像を見ることができるか

確認する。接続方法はスマカメの説明書を参照のこと。 

 

③ モバイルルーター、モバイルバッテリーをジップロックに入れ、保温性お弁当箱入れ

に入れる。 
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④ 罠の近くに設置する。 
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■ 使用した感想 

ブラインドを設置しての監視では、ブラインド内から出ることができず、他所の様子を確

認することも難しくなる。遠くから監視する場合は、監視にちょうどよい場所が限られてい

たり、人の気配がすることで鳥が罠の近くには来るが、なかなか射程内に入らないことが発

生したりする。 

本システムを導入したことにより、罠周辺から完全に人の気配を消すことができ、鳥も警

戒心が低くなり、罠周辺にもよく近づくようになった。さらに、寒い日であっても、車や小

屋の中で待機できるため、体力的にも非常に助かった。 

 

 
罠の設置場所 

 

 

罠周辺に集まるコクガン 
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離れた小屋内で監視が可能 

 

■ その他 

・今回は、防滴仕様のスマカメ アウトドアを使用したが、その他の対応機種、スマカメ CS-

QR10 などでも問題なく使用できる。ナイトビジョン対応の機種もあるため、用途、予算

に応じて活用するとよい。 

・モバイルルーターは、1日からインターネット申し込みでレンタルすることができるため

活用されたい。 

・1台のモバイルWifi で、複数台のカメラを接続させることも可能である。 
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・解像度は設定により変更できる。高解像度にすると、かなりきれいに映る。パケット通信

料や通信環境との兼ね合いで決めるとよい。 

 

 

 ・スリープ状態やパケット通信料に関する疑問点については、以下のホームページより抜

粋（https://www.planex.co.jp/articles/CS-QR10/001.shtml）。 

 

 

本文章は、以下の文章の再掲である。 

日本鳥類標識協会 バンダーニュース No.70（2021年 10月発行） 

 

 

https://www.planex.co.jp/articles/CS-QR10/001.shtml
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